
サポーター
派遣

応募

○校外での１人１台端末を安全に活用できる場を増やすため、県立図
書館等におけるWi-Fi環境を整備

・対象施設：３か所(県立図書館、香々地・九重青少年の家）
※歴史博物館、埋蔵文化財センターは未定

・対象：県内の全児童・生徒 (県立、市町村立、私立全て)

新時代の学びを支えるICT活用推進事業

ＩＣＴ教育サポーター育成プラットフォームの構築（R3.12月補正+R4当初予算）

社会教育施設のWi-Fi環境整備（R３.２月補正予算・繰越）

○ＩＣＴ及び学校現場に精通した人材を育成し、県立学校へ派遣

【プラットフォーム】
・ＩＣＴ教育サポーターの募集、採用
・ＩＣＴ教育サポーター育成研修の企画、実施
・学校への周知、学校とＩＣＴ教育サポーターとのマッチング
・ＩＣＴ教育サポーターのチーム編成、派遣
・ＩＣＴ教育サポーターへのフォローアップ研修の実施

【ICT教育サポーター】
・対象：全県立学校（高校、中学、特別支援）計５８校
・体制：チーム(複数名)ごとに週１回(月４回程度)学校を訪問
・業務：ＩＣＴに係る日常的な業務支援、学習支援

「ＩＣＴを活用した授業改善の推進」
「教員の負担軽減」

・学校教育法施行規則(R3.8改正)の中でＩＣＴ業務に携わるスタッフを
「情報通信技術支援員」と位置づける

・成長戦略ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ(R3.6.18)にて「高等学校で2024年度(R6年度)までに
社会の多様な人材も含めICTに精通した人材の1校1名以上の登用を
目指す」

・様々な場面で１人１台端末を活用した学習ができるよう、図書館等の
社会教育施設などでの学習支援を検討することを各自治体あて通知
(R3.3.12付)

国
の
動
向

現
状
・
課
題

○１人１台端末及び校内通信ネットワーク環境の整備完了（小・中・高）

○授業での活用がスタート

▲教員の４人に１人がＩＣＴ活用に不安
※児童生徒のＩＣＴ活用を指導できる教員の割合：７５．７％（R3.3文科省調査)

▲ＩＣＴ活用に係る学校・教員間格差が存在
※ＩＣＴ支援員のサポートが九州下位

▲学校や家庭外での１人１台端末の活用環境を整備する声
※総合教育会議(R3.5.27)での委員意見

学校現場や校外での１人１台端末等ＩＣＴの効果的な活用を推進

募集
ＩＣＴ教育サポーター
育成プラットフォーム

大分
県教委

大学等卒業者

大分県移住希望者

県内ＩＴ企業
社員

ＩＴスキルの
ある社会人

サポーター
対象者 （県立学校）〔フォローアップ研

修〕
委
託

30人程度

効
果

○ＩＣＴ教育支援アドバイザー（継続）

・最新の情報通信技術の動向と教育分野への活用について講義、実習
・ＩＣＴ機器を利活用した提案型の授業作成支援

○授業の優良事例を共有するポータルサイトを開設

・県内のＩＣＴを活用した授業（各教科）の好事例を収集し情報発信
・教員の授業デザイン（組立て）の参考材料として活用
・小・中・高・特支ごとの分類、検索機能や「いいね！」機能の導入
・特に優れた事例については、教師へのインタビューや授業の様子等を編集し公開

ＩＣＴ活用優良授業チャレンジ（R4当初予算）
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ＩＣＴ活用優良授業チャレンジ

今後のスケジュール

７月１９日（火）
ポータルサイト開設
既存優良事例１００件程度公開

１２月 新規優良事例６０件程度公開

３月 優良事例実践者インタビュー動画公開

目的：大分県内のタブレット端末や電子黒板、デジタル教材等ＩＣＴを活用した優良事例を収集し、
ＩＣＴ活用授業ポータルサイトへ掲載し広く周知することで授業改善の促進を図ります。

○関係各課（義務・高校・特支）と連携し、優良事
例の収集、選定を行いポータルサイトに公開。

○掲載内容は、授業の概要、成果と課題、ICT活用
のポイント、使用した機器やアプリケーション、
ICTの活用が伝わる写真。

○学校種や学年、教科、使用した機器等で容易に検
索が可能。

○閲覧者が事例を評価（「いいね」）、コメントが
投稿できる機能を備える。

＜サイトイメージ＞

ＩＣＴ活用授業ポータルサイトの開設
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